
間違った知識や
誤解はありませんか？

●厚生労働省（ハンセン病に関する情報ページ） ●法務省（ハンセン病患者・元患者やその家族に対する
　偏見や差別をなくそう）https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/kenkou_iryou/kenkou/hansen/index.html http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00151.html

発行／2023（令和5）年度発行／2023（令和5）年度

誤った

福岡県では、ハンセン病問題に関する普及啓発等の事業を実施して
いる福岡県ハンセン病協会とともに、里帰り事業や見舞金品の支給、
療養所訪問交流等を毎年実施しています。また、ハンセン病問題を
正しく理解していただくため、リーフレット、冊子の配布等の啓発
事業を行っています。
今後も、皆様の意見、要望をお聞きしながら、ハンセン病問題に取り
組んでいくこととしています。

（鹿児島県 69名）

（熊本県137名）

（香川県 37名）

福岡県ハンセン病協会（がん感染症疾病対策課内）

（岡山県 96名）
（静岡県 2名）

（群馬県 42名）

（静岡県 38名）

（東京都 103名）

（鹿児島県15名）

（沖縄県 96名）

（沖縄県 37名）

（宮城県 32名）

（青森県 47名）

（岡山県 61名）

2023年（令和5年）5月1日現在、
全国で812名の方が、
ハンセン病の療養所で生活をしています。
入所されている方の平均年齢は、
約88歳と高齢になっています。

※（　）内は2023年（令和5年）5月1日現在の入所者数
※神山復生病院は私立、その他は国立です。



　ハンセン病患者に対しては「癩予防法」と
いう法律のもとで療養所への隔離政策が進め
られました。
　1953年（昭和28年）、患者の反対を押し切っ
てこの法律を引き継ぐ「らい予防法」が成立し
ました。この法律の問題点は、患者隔離が継続
され、退所規定が設けられていないことでした。
つまり、ハンセン病患者は療養所に収容されると

一生そこから出ることが出来なかったのです。
　1946年（昭和21年）にハンセン病の特効薬
「プロミン」が登場し、その後、新しい飲み
薬タイプの治療薬が開発され、ハンセン病は
適切な治療をすれば、治る病気になっていま
した。にもかかわらず、患者の強制収容が続
けられたのです。
　1955年（昭和30年）前後から徐々に規制が
緩和され、病気が治って自主的に退所する人
たちも出てきました。しかし彼らは療養所に
入所する際に、社会や家族と断絶させられて
おり、療養所の外では頼る人はなく、救いの手
を差し伸べる人も、受け皿もなかったのです。
　そのような状況の中で、生活苦で体を壊し
たり、病気を再発させたりして、やむなく療
養所に戻る人も少なくありませんでした。

ハンセン病問題とは、近代以降の国の誤ったハンセン病対策が原因で、
ハンセン病患者・元患者や家族が差別を受けた人権問題です。

Support!


